
 

第158回電波利用懇話会（ITS情報通信システム推進会議共催） 

「自動走行を取り巻く環境とトラックの隊列走行 

～経済産業省の視点から～」 

ご 案 内 

一般社団法人電波産業会  

経済産業省及び国土交通省は移動革命の実現にむけた主要な取組の一つとして、

「高度な自動走行システムの社会実装に向けた研究開発・実証事業」を実施しており、

その中で高速道路でのトラック隊列走行を早ければ 2022 年に商業化することを目指

しています。  
その一ステップとして 2020 年に高速道路（新東名）での後続車無人での隊列走行

を実現すべく、2017 年度は CACC による後続車有人隊列走行、2018 年度は後続車 
無人システムを使った隊列走行の公道実験を実施する計画です。ここで CACC
（Cooperative Adaptive Cruise Control：協調型車間距離維持支援システム）とは、

通信で先行車の制御情報を受信し、加減速を自動で行い、車間距離を一定に保つ機能

のことです。この様に、現在、研究開発・実証実験中のトラック隊列走行システムに

おいては無線通信による車々間通信が重要な要素技術となっています。  
なお、経済産業省及び国土交通省は今年の 1 月に、新東名高速道路浜松 SA から 

遠州森町 PA の間、北関東自動車道笠間 PA から壬生 PA の間において、CACC 技術

を活用した後続車有人によるトラック隊列走行の実証実験を開始しました。  
今回の電波利用懇話会では、経済産業省自動車課 ITS・自動走行推進室の丸山係長

をお招きして、トラックの隊列走行の狙いや今後のスケジュール、CACC 実証実験の

結果、更には自動走行全般の現状などについてご講演いただきます。  
会員の皆様には、是非ともご参加下さいますようにご案内申し上げます。 
 

記 
 
1 日 時 ：平成 30 年 4 月 23 日(月) 午後 2 時から 3 時 30 分まで 
2 場 所 ：一般社団法人電波産業会 会議室 
  東京都千代田区霞が関一丁目 4 番 1 号 日土地ビル 11 階 
3 題 名 ：自動走行を取り巻く環境とトラックの隊列走行～経済産業省の視点から～ 
4 講 師 ：経済産業省 製造産業局 自動車課 ITS・自動走行推進室 

係長 丸山 晴生 様 
5 参 加 者 ：70 名程度（定員になり次第締め切らせていただきます。） 
6 申 込 先 ：当会ホームページ（http://www.arib.or.jp/）の「講演会等開催案内」まで 

なお、当会会員、賛助会員以外のITS情報通信システム推進会議メンバーは 
推進会議事務局までメール（E-mail: its@arib.or.jp）にて申し込んで下さい。 
（メールタイトル：懇話会申し込み、様式自由、氏名、会社名を明記。） 

7 参 加 費：ARIB正会員、賛助会員及びITS情報通信システム推進会議メンバーは無料、 
非会員は 5,000 円 

8 問 合 せ 先 ：企画国際部 電波利用懇話会事務局 辻道 
   TEL: 03-5510-8592 E-mail: arib-seminar2018@arib.or.jp 

ITS情報通信システム推進会議事務局 
   TEL: 03-5510-8662 E-mail: its@arib.or.jp 

以上 
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